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つながりを大切にする仕組みを検討

まちのコンシェルジュ
地域における人の和を広げる

小学校で実施している模擬投票の様子

若
年
層
へ
の
選
挙
啓
発

各
学
校
の
実
情
に
合
わ
せ
た
支
援
を
積
極
的
に
推
進

政
治
に
関
す
る
理
解
が
深
ま
る
よ
う
取
り
組
む

※多数会派順、同数会派は結成届出順

かわせみクラブ
１ 投票率
２ 市政運営
３ 2020東京オリンピック・パラリンピック
４ 都市計画
５ 福祉
６ 文化
７ 教育

藤沢市公明党
１ 本市の財政運営について
２ 市民の生命と財産を守る備えについて
３ まちの魅力と活力創造について
４ 誇りと愛着の持てる地域づくりについて
５ みんなで支える藤沢っ子の未来について
６ 健やかな暮らしを支えるまちづくりについて

自由松風会
１ 市長の政治姿勢について

自民クラブ藤沢
１ 「未来に向けた元気なまちづくり」－鈴木

市長２期目初年度の取り組みについて

日本共産党藤沢市議会議員団
１ 市長の政治姿勢について

さつき会
１ 市長就任にあたって
２ 平成28年度施政方針について

改進無所属クラブ
１ 市長の政治姿勢について

ふじさわ維新
１ 市長の政治姿勢について

アクティブ藤沢
１ 市長の政治姿勢について

藤沢市民と歩む会
１ 市長の政治姿勢について

市民派クラブ
１ 人権施策について
２ 市長の施政方針について
３ 公共施設について

会派別 代表質問項目

代 表 質 問 主な質問と答弁
　 ２月定例会中の代表質問は、３月９
日、10日、11日の３日間にわたって行われ
ました。今回の質問者は11名で、市長の政
治姿勢、環境、福祉、都市整備、教育など
について、市の考えをただしました。

（
か
わ
せ
み
ク
ラ
ブ
）

質
問　

選
挙
権
年
齢
が
十
八
歳

以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
若
者
へ
の
選
挙
啓
発
を

さ
ら
に
行
い
、
主
権
者
教
育
に

も
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
選
挙
管
理

委
員
会
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

若
年
層
の
投
票
率
向
上
に
つ
な

げ
る
た
め
、
高
等
学
校
で
進
め

（
藤
沢
市
公
明
党
）

質
問　

市
長
は
、
施
政
方
針
に

お
い
て
、
防
災
情
報
の
伝
達
体

制
の
強
化
に
取
り
組
む
と
表
明

し
て
い
る
。
災
害
時
は
電
話
よ

り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
つ
な
が

（
自
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

質
問　

市
長
は
、
施
政
方
針
に

お
い
て
、「
ま
ち
の
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
」
の
検
討
を
進
め
る
と

表
明
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
な
の
か
聞
き
た
い
。

答
弁　

少
子
高
齢
化
や
単
身
世

（
市
民
派
ク
ラ
ブ
）

質
問　

市
長
は
、
施
政
方
針
に

ど
に
よ
り
付
加
価
値
を
高
め
、

安
定
的
な
農
業
経
営
が
図
ら
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

公
共
施
設
の
再
整
備

Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
活
用
を

Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
設
備

避
難
施
設
へ
拡
大
を

郷
土
愛
を
育
む
施
策

具
体
的
な
内
容
は

行
財
政
運
営
の
刷
新

創
造
的
事
業
転
換
図
る

ら
れ
て
い
る
主
権
者
教
育
と
協

調
し
て
啓
発
活
動
を
実
施
す
る

こ
と
に
つ
い
て
学
校
側
と
協
議

し
て
き
た
。
二
月
に
は
市
内
の

私
立
高
等
学
校
に
出
向
き
、
十

八
歳
選
挙
権
や
公
職
選
挙
法
に

つ
い
て
出
前
講
座
を
実
施
し
た
。

小
学
校
に
お
い
て
は
、
教
育
委

員
会
と
連
携
し
て
、
新
た
に
一

月
か
ら
六
年
生
を
対
象
に
ふ
じ

さ
わ
選
挙
教
室
を
開
催
し
、
模

擬
投
票
を
実
施
し
た
。
今
後
も

校
長
会
を
通
じ
て
周
知
し
、
複

数
の
小
学
校
で
実
施
し
て
い
く
。

中
学
校
で
は
、
選
挙
器
材
の
貸

し
出
し
を
継
続
し
、
要
請
に
応

じ
て
選
挙
関
係
資
料
の
提
供
な

ど
に
も
取
り
組
む
。
ま
た
、
市

内
の
大
学
で
は
ポ
ス
タ
ー
掲
示

場
の
設
置
及
び
投
票
日
周
知
ポ

ス
タ
ー
の
掲
示
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
今
後
は
選
挙
公

報
の
配
架
な
ど
も
依
頼
す
る
予

定
で
あ
る
。
若
年
層
が
政
治
に

関
す
る
理
解
を
深
め
、
投
票
率

が
向
上
す
る
よ
う
、
主
権
者
教

育
を
尊
重
し
な
が
ら
各
学
校
の

実
情
に
合
っ
た
支
援
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
く
。

（
自
由
松
風
会
）

質
問　

公
共
施
設
の
再
整
備
に

取
り
組
む
上
で
は
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ

（
※
１
）
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

手
法
を
検
討
し
て
経
費
の
節
減

と
費
用
対
効
果
の
向
上
に
努
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

Ｐ
Ｐ
Ｐ
な
ど
の
官
民
連

携
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
二

十
六
年
三
月
に
策
定
し
た
藤
沢

市
公
共
施
設
再
整
備
基
本
方
針

に
お
い
て
、
公
共
施
設
の
再
整

備
を
行
う
際
に
は
財
政
支
出
の

削
減
及
び
平
準
化
を
図
る
た
め
、

必
ず
検
討
を
行
う
項
目
の
一
つ

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
特

に
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
※
２
）
手
法
は
、

事
業
に
よ
っ
て
は
、
よ
り
効
果

的
か
つ
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
可
能
と
な
る
手
法
と
考

え
て
い
る
。

　

ま
た
、二
十
七
年
十
二
月
に
、

人
口
二
十
万
人
以
上
の
地
方
公

共
団
体
に
つ
い
て
は
総
額
十
億

円
以
上
の
公
共
施
設
整
備
事
業

な
ど
を
行
う
場
合
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
・

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
導
入
検
討
を
行

う
よ
う
国
か
ら
要
請
が
あ
り
、

技
術
的
な
助
言
を
行
う
こ
と
も

示
さ
れ
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
国

か
ら
の
助
言
を
参
考
に
、
可
能

（
さ
つ
き
会
）

質
問　

行
財
政
改
革
を
引
き
続

き
推
進
し
、
健
全
な
財
政
運
営

の
維
持
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

市
長
は
施
政
方
針
に
お
い
て
、

行
財
政
運
営
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
取
り
組
む
決
意
を
示
し
た

が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
聞
き
た
い
。

答
弁　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は

刷
新
で
あ
り
、
将
来
の
藤
沢
市

の
姿
を
思
い
描
き
、
既
成
概
念

に
と
ら
わ
れ
ず
再
生
か
ら
創
造

へ
転
換
を
図
る
こ
と
が
行
財
政

運
営
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

少
子
超
高
齢
化
に
よ
る
人
口

構
造
の
変
化
や
藤
沢
型
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
求
め
る
地

域
づ
く
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
な
ど
を
改
革
の
好
機
と
捉

え
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

を
進
め
る
基
盤
づ
く
り
に
着
手

し
て
い
く
。

　

ま
ず
は
、
新
・
行
財
政
改
革

実
行
プ
ラ
ン
の
中
間
総
括
に
対

す
る
評
価
と
、
事
務
事
業
及
び

財
政
状
況
の
現
状
分
析
を
行
い
、

さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
検
討
す

る
。
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
既

存
の
行
財
政
改
革
の
手
法
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
本
質
的

な
市
民
ニ
ー
ズ
を
捉
え
直
し
、

事
業
の
効
果
を
改
め
て
確
認
し

た
上
で
、
職
員
一
人
一
人
の
熱

意
や
能
力
を
結
集
し
、
創
造
的

な
事
業
転
換
を
図
っ
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
市
民
と
の
マ
ル
チ

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
推
進
し

て
新
た
な
価
値
観
の
創
造
を
図

り
、
ま
た
、
予
算
編
成
の
手
法

等
に
つ
い
て
も
根
本
的
な
見
直

し
に
向
け
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

帯
の
増
加
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、
住
民

同
士
の
交
流
が
希
薄
に
な
り
、

日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
た
生
活

上
の
助
け
合
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
そ
こ
で
、
ま
ち
づ
く
り
の

礎
と
な
る
人
の
和
や
つ
な
が
り

を
市
民
と
と
も
に
育
む
中
で
、

住
民
の
地
域
づ
く
り
へ
の
主
体

的
な
参
加
を
促
進
す
る
場
づ
く

り
と
し
て
、
地
域
の
縁
側
事
業

に
着
手
し
て
き
た
。
ま
ち
の
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
、
地
域
の
縁

側
に
つ
な
が
る
こ
れ
か
ら
の
ご

近
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
し
て

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

具
体
的
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
へ
の
勧
誘
や
自
治
会
・
町

内
会
活
動
な
ど
の
魅
力
の
周
知

を
行
っ
た
り
、
困
り
ご
と
を
抱

え
た
方
に
手
を
差
し
伸
べ
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
や
民
生
委
員
、
児
童
委

員
に
つ
な
げ
た
り
す
る
な
ど
、

地
域
で
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

す
る
仕
組
み
を
想
定
し
て
い
る
。

向
こ
う
三
軒
両
隣
や
長
屋
文
化

な
ど
が
根
づ
く
こ
と
で
、
暮
ら

し
の
中
で
の
幸
せ
や
生
き
が
い
、

豊
か
な
人
の
和
と
し
て
広
が
る

よ
う
、
議
論
を
深
め
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

り
や
す
い
た
め
、
避
難
施
設
な

ど
へ
の
Ｗ
ｉ
︱
Ｆ
ｉ
の
普
及
拡

大
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

Ｗ
ｉ
︱
Ｆ
ｉ
は
、
災
害

時
の
情
報
入
手
や
市
民
同
士
の

情
報
共
有
に
役
立
つ
通
信
手
段

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十

七
年
四
月
よ
り
、
八
カ
所
の
市

民
セ
ン
タ
ー
と
、
湘
南
台
駅
地

下
広
場
や
市
役
所
新
館
な
ど
に

設
置
し
、
ふ
じ
さ
わ
シ
テ
ィ
Ｗ

ｉ
︱
Ｆ
ｉ
と
し
て
供
用
を
開
始

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
江
の
島
周
辺
の
観
光

施
設
五
カ
所
で
も
二
十
七
年
十

二
月
か
ら
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
Ｗ
ｉ
︱
Ｆ

ｉ
の
供
用
を
開
始
し
て
い
る
。

市
が
設
置
す
る
Ｗ
ｉ
︱
Ｆ
ｉ
は
、

非
常
用
電
源
等
に
よ
り
災
害
時

に
も
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、

人
が
集
ま
る
市
民
セ
ン
タ
ー
・

公
民
館
や
避
難
所
と
な
る
場
所

に
設
置
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
設
置
状
況

等
に
つ
い
て
、
市
民
だ
け
で
な

く
本
市
を
訪
れ
る
方
へ
Ｐ
Ｒ
す

る
と
と
も
に
、
防
災
訓
練
な
ど

を
通
し
て
活
用
を
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
災
害
情
報
伝
達
手
段
の

さ
ら
な
る
充
実
、
強
化
に
向
け

て
、
地
区
防
災
拠
点
で
あ
る
残

り
五
カ
所
の
市
民
セ
ン
タ
ー
・

公
民
館
及
び
新
庁
舎
等
に
お
い

て
、
Ｗ
ｉ
︱
Ｆ
ｉ
の
整
備
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

お
い
て
、
郷
土
愛
と
い
う
言
葉

を
用
い
て
い
る
が
、
住
民
そ
れ

ぞ
れ
に
生
き
方
や
思
い
出
が
あ

り
、
郷
土
愛
の
形
も
多
様
で
あ

る
と
考
え
る
。
郷
土
愛
と
い
う

言
葉
に
ど
の
よ
う
な
思
い
を
込

め
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
郷
土

愛
を
育
む
た
め
の
具
体
的
な
施

策
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁　

郷
土
愛
と
は
、
藤
沢
で

暮
ら
す
人
、
働
く
人
や
学
ぶ
人

な
ど
、
一
人
一
人
の
心
の
中
に

あ
る
藤
沢
が
好
き
と
い
う
思
い

で
あ
り
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域

が
形
成
さ
れ
る
た
め
に
欠
か
す

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　

市
政
運
営
の
総
合
指
針
で
は
、

め
ざ
す
都
市
像
を
「
郷
土
愛
あ

ふ
れ
る
藤
沢　

松
風
に
人
の
和

う
る
わ
し
湘
南
の
元
気
都
市
」

と
し
て
、
市
民
が
藤
沢
に
愛
着

や
誇
り
を
持
ち
、
大
切
に
し
た

い
と
い
う
思
い
を
育
む
た
め
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
全

て
の
事
業
が
郷
土
愛
に
つ
な
が

る
も
の
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
歴
史
、
文
化
を
地

域
の
資
源
と
し
て
守
り
育
て
、

継
承
す
る
た
め
に
、
旧
東
海
道

藤
沢
宿
街
な
み
継
承
地
区
を
指

定
し
、
市
民
や
事
業
者
と
協
働

し
て
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
郷

土
づ
く
り
推
進
会
議
と
連
携
し

て
地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
世
代
間
交

流
な
ど
を
促
進
す
る
地
域
の
縁

側
に
つ
い
て
も
現
在
十
四
カ
所

を
整
備
し
、
地
域
の
絆
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
醸
成
す
る
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。

性
の
あ
る
事
業
に
つ
い
て
は
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費

の
節
減
や
費
用
対
効
果
な
ど
の

点
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
Ｐ
Ｐ

Ｐ
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
導
入
に
つ

い
て
積
極
的
に
検
討
を
進
め
る

べ
き
と
考
え
て
い
る
。

（※１）ＰＰＰ…官と民が連携して公共サービスの提供を行う手法。
（※２）ＰＦＩ…ＰＰＰの手法の一つで、公共施設の建設及び維持管理全般に民間の資金と技術を活用し、公共サービスの提供を民間主導で行う手法。


